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ハマグノレマ Wedeliaprostrata Hems1.は，関東以
西の本州，四国，九州1，沖縄などの海岸砂丘に生育す
る。その分布の北限は日本海側では新潟県佐渡島，太平
洋側では福島県である(杉本， 1978)。新潟県では佐渡
島の外に柏崎市，西蒲原郡巻町の海岸にも生育してい
る。三地域のうち，柏崎市の生育地は，近年に至って東
京電力の原子力発電所建設のため砂丘が破壊されてしま
った。地元の有志がハマグノレマを移植したとのことであ
るが，その後の様子は確認していない。さらに，佐渡島
の生育も業者による砂採取のため年ごとに砂丘が破壊さ
れてハマグ、ノレマの生育は脅かされている。
新潟県のハマグノレマ生育地域に関する生態学的研究と
しては伊藤 (1967)，中沢 (1974)，県立佐渡女子高等学
校生物グラブ (1966，1972)などがある。しかし，柏崎
市の生育地を調査した中沢 (1974)の報告にはハマグル
マについての記述はみられない。植物社会学的研究は，
西蒲原郡巻町の生育地を調査した黒沢・粥;1(1978，未
発表)があるだけである。本報告は，上記三地域を調査
して得た15の植生調査資料をもとに，日本海側の北限地
域におけるハマグルマ群落の植物社会学的解明を試みた
ものである。
本論文をまとめるにあたり，組成表作成の御指導を賜
った横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室奥
田重俊助教授，現地調査の際お世話になった県立佐渡女
子高等学校伊藤邦男教諭，佐渡地区理科教育センター近
藤治隆教諭，頚北・頚城・中部地区理科教育センター加
藤謙一教諭，県立柏崎高等学校小国分校田村孝雄教諭に
御礼申し上げるc
めじ{ま1. 
調査方法および調査地
調査は. Braun-Branquet (1964)の植物社会学的群
落調査を用いて行ない，調査区内に出現する種の完全な
リストを作成し，それらの全種について被度C+~:;の
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表 1 日本のハマグルマ群落
ハマボウフウクラス
ハマボウフウオーダー
コウボウムギ群図
コウボウムギ群集群 ケカモノハシ群集群 オニシパ群集群
南 ~t 南
ハマグノレマー ハマニンニグ一一 ハマグルマー
コウボウムギ群集 コウボウムギ群集 ケカモノハシ群集
6 段階〉と群度 (1~5 の 5 段階)を測定した。さらに，
群落の犬きさ，汀線からの距離，生育地の地形なども調
査した。調査地および得られた植生調査資料数を次に示
す。
柏崎市荒浜 (6)，西蒲原郡巻町四ツ郷屋浜(1)，佐
渡素浜(8)。
ID. 結果と考察
1. 日本のハマゲ)r...マ群落
Ohba， Miyawaki and Tuxen (1973)は日本の海岸
砂丘植生を研究して，日本本土に分布するハマグルマ群
落を表1に示すように三つの群集に規定している。
2. 新潟県のハマグ)r...マ群落
(1)立地
新潟県の海岸砂丘は，近年，侵食や砂採取のため破壊
が進み，荒廃の一途をたどっているが，そんななかで，
ハマグノレマの生育している地域はまだ比較的良く砂丘が
残っている。しかし，これら砂丘も波浪による侵食のた
め，不安定帯と半安定帯との境界に 1~5m ほどの段
差が生じている。そして，不安定帯には打ち上げられた
枯木やごみが散乱し，植物はほとんど生育していなし、。
半安定帯はゆるやかな傾斜をなして安定帯へと移行し
ており，植物の生育は比較的良好である。ハマグルマ群
落はこの半安定帯を中心に成立している。かつて，柏崎
市の鯖石川河口から北方椎谷までの約 12.kmの間には
すばらしい砂丘が発達し，種々の砂丘植物群落の成立を
みたとのことであるが(中沢， 1974)，調査時の 1977年
においては，枯木やごみの散乱が著しく，半安定帯も，
三地域の中でもっとも荒廃した景観を示していた。ここ
のハマグノレマ群落は汀線から 50mの位置で，半安定帯
の後部，安定帯へ移行する緩傾斜面に数個の団塊状を成
して成立していた。しかしながら，現在，その場所は原
子力発電所建設用地内に含まれ，大きく変ぼうしてしま
ゴヒ 南 北
ヴンランー ハマグルマー ハマニンニク-
ケカモノハシ群集 オニシパ群集 オニシパ群集
図 2 柏崎市荒浜
った。
西蒲原郡巻町四ツ郷屋浜の砂丘は，角岡山甲からの新潟
市内野町新川河口まで続く約 15kmの海岸線のほぼ中
央部に位置し，三地域の中でもっとも整った景観を示し
ている。ハマグノ~'<"群落は汀線から 30m，半安定帯の
最前部に，ただーか所小団塊状に成立してし必。この群
落は非常に小さな群落 (1x 2mりであるが，年ごとに
ほふく校を四方に伸ばして勢力を拡大しており，ハマグ
ルマの生育も良好なので，次第に大きく広がっていくも
のと忠われる。
図 3 巻町四ツ郷屋
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図 4 佐渡素浜
佐渡素浜砂丘は小木半島堂重量部落から真野湾よりの亀
脇部落聞に発達する，全長 4km，奥ゆき約 150mの佐
渡でもっとも規模の大きい砂丘である。この砂丘はおよ
そ 50mの幅の不安定帯とそれに続くおよそ 60mの幅
の半安定帯があり，その後方に安定帯が成立しているc
半安定帯の砂丘面は海抜 5~10m で比較的平坦面を成
している。ここのハマグルマ群落は三地域の中でもっと
も規模が大きく，汀線から 50~100m の聞に広く成立
している。日本海側の分布の北限と考えられているハマ
グルマで、あるが，その生育状況は良好である。近年，砂
採取により砂丘が破壊され，ハマグルマ群落も被害を受
けたが，まだまだ規模の大きな群落が残されている。伊
藤 (1967)の報告では，不安定帯後部から半安定帯最前
部にハマグルマの生育が良好で、あるとなっているが，現
在は，半安定帯の中央部から後部にかけての群落の方が
優勢である。この変化は，砂丘の荒廃と関係が深いと考
えている。
(2) 植生単位
得られた15の植生調査資料は組成表に組まれ，すで民
発表されている植生単位と比較検討の結果，ケカモノハ
シ，ハマグノレマ，ビロードテンツキを群集標徴種および
区分種としてハマグノレマーケカモノハシ群集 Wedelio-
lschaemetum anthephoroides， Ohba Miyawaki et 
Tx. 1973に同定された。 ハマグルマーケカモノハシ群
集は， Ohba， Miyawaki and Tuxen (1973)により太
平洋側では福島県，日本海側では石川県以南の本州，九l
州を分布の中心として規定されたものである。その分布
の南限ははっきりしないが，宮脇 (1980)は屋久島の報
告でこの群集にふれ南限付近のものであろうと述べてい
る。
新潟県のこの群集は日本海側の分布の北限と考えら
れ，分布の中心を本州、|中北部にもち，この群集の北部対
応型であるウンランーケカモノハシ群集 Linariojapo-
nicae-lschaemetum anthephoroides Ohba， Miyawaki 
et Tx. 1973にとりかこまれるようにして成立してい
る。出現種数は 3~10種，平均出現種数は 7種である。
これは， Ohba， Miyawaki and Tuxen (1973)の報告
の平均出現種数6種，宮脇他 (1980)による屋久島の報
告の平均出現種数5種に比べてやや多い。特に，佐渡素
浜の群溶で種数が多い (6~1O種)のが特徴である。群
落の高さは 20~50cm，植被率は70~95%で屋久島の場
合の群落高 30cm以下，植被率50%に比べるとかなり
大きな数値を示している。全体に，ケカモノハシは被度，
群度ともに低い。佐渡素浜では特にその傾向が強<， 
欠除する調査区もあった。 ハマグノレマの密度は柏崎市
荒浜，西蒲原郡巻町四ツ郷屋浜では高く，佐渡素浜では
低い値を示している。ビロードテンツキは柏崎市荒浜で
ただ 1か所混生してし、る。
種組成は全国的にほとんど同じで，ケカモノハシ，ハ
マグノレマの外にハマヒノレガオ，ハマボウフウ，コウボウ
ムギ，オニシパ，スナピキソウなどが混生する。
佐渡素浜の群落はハマゴウ，カワラヨモギ，ハマニガ
ナを区分種として下位区分された。この下位単位はカワ
ラヨモギ， ハマニガナを混生するものの，組成的には
Ohba， Miyawaki and Tuxen (1973)によるハマゴウ
亜群集に相当するものと考えられる。この植分はハマボ
ウフウクラスでもより砂丘の安定した立地に成立してい
る。
一般に海岸砂丘でt土不安定帯後部から半安定帯前面に
かけてハマグノレマーコウボウムギ群集 Wedelio-Carice-
tum kobomugi Ohba， Miyawaki et Tx. 1973が成立
し，それより内陸側にハマグルマーケカモノハシ群集
が成立する。 しかし，本県においては，海岸砂丘の不
安定帯から半安定帯の前面にかけては，波浪により侵食
されて欠除しているため，その部分にはほとんど植物
図 5 ほふ〈枝を伸ばすハマグルマ
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ハマグルマーヶ:カモノIハ:'1群集
Wedelio・Ischaeinet1~Dl拍thephoroide冒 Obha， Miyawaki et Tx. 1973. 
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Releve number: 調査番号
'Quadrat size: 調査面積(1l)
Height of community (c吋"群落高(c吋
Coverage of community (%):全植被率(%)
Number of species: 出涜種数
1.2 +.2 1.2 3.3 1.2 1.2 
1.2 1.2 1.2 +.2 
+.2 
4.4 2.2 5.4 5.4 3.3 2.2 3.3 3.3 
+.2 1.2 1.2 2.2 2.2 +.2 +.2 1.2 
+.2 +.2 1.2 1.2 + 1.2 1.2 +.2 
• +.2 +.2 +.2 + 
1.2 + 
• +.2 
+ +.2 ・
+ 2.2 1.2 + 
十
+ 
+.2 
‘Character and differential species .of 
association:群集標徴種および区分種
協 deliaprostrata ハマグルマ
lschaemum anthephoroides 
ケカモノハシ
Fimbristグlissericea ビロードテンツキ
Differential species of subassociation: 
亜群集区分種
Vitex rotundifolia ハマゴウ
Artemisia caPillaris カワラヨモギ
lxeris repens ハマニガナ
Character species of upper units: 
上級単位標徴種
Calystegia soldanella ハマヒルガオ
Glehnia littoralis ハマボウフウ
Carex kobomugi ゴウボウムギ
Companions : 随伴種
Zoysia macrostachya オュ、ンバ
Messershmidia sibirica スナピキソウ
Scutettaria strigillosa ナミキソウ
Orobanche coerulescens ハマウツボ
Arabis stelleri var. japoni・ca
ハヶマハタザオ
+ 5.5 5.5 4.4 5.4 5.4 5.5 4.4 1.2 
+ + 2.2 1.2 +.2: 2.2 2.2 2.2 
. 
+1.2 + 
+.2 +.2 
+ 
+.2 
+ 
十.2+.2 +.2 
+.2 ・
+ 
1.2 ・
+ + + 
+ 
+ 
+.2 
Additional species occurring in: Nci. 6 Digitaria ads'cendensメヒシパ+， No. 10 Cuscuta chinensis 
ハマネナシカズラ+， Viola senamiensisセナミスミレ +.2，Linaria japonicaウンラン+， No.11 
Cynodon dactylonギョウギシバ+， Salsola komaro'IJ;オカヒジキ+， No. 14. Oenothera erythrosepala 
オオマツヨイグ-ij-+.2， No・15lmperata cylindrica "tar.是oenigiiチガヤ+， Metaplexis japonica 
ガ「ガイモ十.
Lωalities and date: No・1西蒲原郡巻町四ツ郷屋浜 1978;9 .2 
No. 2~No・ 7 柏崎市荒浜開.78.:9. 2 
No. 8~No・ ì5 佐渡・素浜 (No・ 8， No. 12佐渡郡羽茂町亀脇 1977.6.25 
No・9-No・11，No. 14佐渡郡小木町小比叡 1977.6. 
12， 6.25， 7.17， 1980. 6.15 
No・13"No.・15佐渡郡羽茂町村山 1980.7.21) 
+.2 . 
↓る。
新潟県の海岸砂丘ではなんといっても北方型のウンラ
シーケカモノハシ群集が優勢であるa しかし，ハマグル
マーケカモノハシ群集も，標徴種のハマグノレマの生育状
況は良好で，さかんにほふく枝をだして周囲に少しずつ
勢力を伸ばしている。したがって，今後，過度の人為的
かく乱が加えられない限りハマグルマーケカモノハシ群
-'-76' -"' 
の生育をみず，わずかにハマユンニク，パマニガナ，
コウボウムギ，時に最前線にオカヒジキの生育をみるだ
けである。そして，一段高くなった半安定帯に，ウシラ
ンーケカモノハシ群集やハマグルマーケカモノハシ群集
が，あたかも砂丘植生の最前線の様相をr呈Lて成立して
いる。また，汀線からの奥ゆきがせまいため，ハマボウ
フウクラスの径とハマゴウクラスの種の混生が顕著であ
集は永続的に残ると考えられる。
IV. 摘 要
落N.新潟県高等学校教育研究会理科部・理科研究
集録， (6)， 57ー 73.
3) Ohba， T.， A. Miyawaki and R. Tuxen 1973: 
1. 新潟県では柏崎市荒浜，西蒲原郡巻町四ツ郷屋 P:flanzen-gesellschaften der japanischen Dunen-
浜，佐渡郡素浜の三か所にハマグルマの群落が成立して Kusten. Vegetatio， 26， 3-143. 
いる。このうちもっとも規模が大きいのは佐渡素浜の群 4)黒沢達行，他. 1978: 新潟県の海岸植生.新潟大
落である。 学教育学部生物科卒業研究.
2. 生育立地は，海岸砂丘の半安定帯である。 5)杉本順一.1978: 増補改定日本草本植物検索誌.
3. 組成表を作り検討した結果，新潟県のハマグルマ 双子葉編.871pp.井上書庖，東京.
群落はハマグルマーケカモノハシ群集 Wedelio・Ischae- 6)中川泰邦・天田清人・北清治.1978: 石川県の
inetum anthephoroides Ohba， Miyawaki et Tx. 海辺植物・石川県教育センター紀要， (11)， 15-60. 
1973に同定された。さらにこの群集は典型亜群集とハ 7)中沢正泰.1974: 荒浜の海岸植物.自費出版， 1ー
マゴウ亜群集に下位区分された。 86.
4. 新潟県のハマグルマーケカモノハシ群集は，この 8)沼田 真・延原肇.1960: 銚子海岸のネコノシ
群集の分布の北限のものであるが，種組成的にはより南 タ群落とコウボウムギ群落.千葉大学文理学部銚子
の群落と大きな違いはない。 臨海研究分室研究報告.(2)， 9-21. 
5. ハマグノレマの生育状況は良好で，今後，過度の人 9)宮脇 昭，他.1972: 神奈川県の現存植生.788p 
為的かく乱が加えられない限り，群落が消滅することは p.神奈川県教育委員会.横浜.
ないであろう。 10)宮脇昭，他.1977: 富山県の植生.289 pp.富山
県.富山.
V. 文 献 11)宮脇 昭・奥田重俊・望月陸夫. 1978: 日本植生
1)伊藤邦男.1965: 佐渡における海岸砂丘の横物群 使覧.855 pp.至文堂.東京.
落JI.ちぐさ， (21)， 87-107. 12)宮脇昭，他.1980: 臼本植生誌屋久島.376 pp. 
2)伊藤邦男.1965: 佐渡における海岸砂丘の植物群 至文堂.東京.
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